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(57)【要約】
　リザーバを封入する容器壁部を含む容器を含むエアロ
ゾルヘアスプレー製品が本明細書で説明される。リザー
バは、約４０％～約７０％のヘアスタイリング配合物、
及び約３０％～約６０％のジメチルエーテル噴射剤を含
む。ヘアスタイリング配合物は、水、１つ又は２つ以上
のヘアスタイリングポリマー、及び約０．０５％～約２
％のアルコールを含む。スプレー装置は容器に取り付け
られる。スプレー装置はバルブを含み、バルブはバルブ
ハウジングを含み、バルブハウジングは蒸気タップを含
み、蒸気タップは蒸気タップ領域を含む。ディップチュ
ーブはバルブと接続される。ディップチューブは、ディ
ップチューブ開口部領域を含むディップチューブ開口部
を含む。蒸気タップ領域とディップチューブ開口部領域
との比は、約０．００５～約０．１５である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ．リザーバ（１２０）を封入する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）であっ
て、前記リザーバ（１２０）は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の
総重量の４０重量％～７０重量％の前記ヘアスタイリング配合物、及び３０重量％～６０
重量％の前記ジメチルエーテル噴射剤を含み、
　ｉｉ．前記ヘアスタイリング配合物が、
　　（ａ）前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテル噴射剤の総重量の３０
重量％～６０重量％の水と、
　　（ｂ）前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテル噴射剤の総重量の５重
量％～１５重量％の１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーであって、前記ヘアス
タイリングポリマーが水溶性であり、かつ２００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有す
る、ヘアスタイリングポリマーと、
　　（ｃ）前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテル噴射剤の総重量の０．
０５重量％～２重量％のアルコールと、を含み、かつ
　　（ｄ）エタノールを実質的に含まず、
　前記ヘアスタイリング配合物が２．５ｍｍ２／秒～５．５ｍｍ２／秒（２．５ｃＳｔ～
５．５ｃＳｔ）の粘度を有する、容器（１００）と、
　ｉｉｉ．前記容器（１００）の前記リザーバ（１２０）から前記ヘアスタイリング配合
物（１８０）を分配するために前記容器（１００）に取り付けられたスプレー装置（２０
０）であって、
　前記スプレー装置（２００）が前記リザーバ（１２０）と流体接続し、
　前記スプレー装置（２００）がスプレー作動装置（１５０）及びバルブ（１３０）を備
え、
　前記バルブ（１３０）がバルブハウジング（１４０）を備え、
　前記バルブハウジング（１４０）が蒸気タップ（１６０）を備え、
　前記蒸気タップ（１６０）が蒸気タップ領域を備え、
　ディップチューブ（１７０）が前記バルブ（１３０）と流体接続し、
　前記ディップチューブ（１７０）がディップチューブ開口部（１７５）を備え、
　前記ディップチューブ開口部（１７５）がディップチューブ開口部領域を備え、
　前記蒸気タップ領域と前記ディップチューブ開口部領域との比が０．００５～０．１５
であるスプレー装置（２００）と、を備える、エアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項２】
　前記１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは、アクリル酸又はメタクリル酸の
うちの少なくとも１つのモノマー、及びアクリレートの少なくとも１つのエステルを含有
するアクリレートをベースとする系を含む、請求項１に記載のエアロゾルヘアスプレー製
品。
【請求項３】
　前記１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは、アクリル酸又はメタクリル酸の
うちの少なくとも１つのモノマー、アクリレートの少なくとも１つのエステル、及びポリ
ウレタンを含有するアクリレートをベースとする系を含む、請求項１又は２に記載のエア
ロゾルヘアスプレー製品。
【請求項４】
　前記蒸気タップ領域と前記ディップチューブ開口部領域との比が０．００６～０．１２
５、好ましくは０．００７～０．１、より好ましくは０．００８～０．０９、より好まし
くは０．００９～０．０８、より好ましくは０．００９５～０．０７である、請求項１～
３のいずれか一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項５】
　前記蒸気タップ領域と前記ディップチューブ開口部領域との比が、０．０６３又は０．
０１１である、請求項１～４のいずれか一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
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【請求項６】
　前記ヘアスタイリング配合物が、前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテ
ル噴射剤の総重量の３５重量％～５５重量％の前記ジメチルエーテル噴射剤を含む、請求
項１～５のいずれか一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項７】
　前記ヘアスタイリング配合物が、前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテ
ル噴射剤の総重量の４０重量％～５０重量％の前記ジメチルエーテル噴射剤を含む、請求
項１～６のいずれか一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項８】
　前記ヘアスタイリング配合物が、前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテ
ル噴射剤の総重量の３５重量％～６０重量％の前記水を含む、請求項１～７のいずれか一
項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項９】
　前記ヘアスタイリング配合物が、前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテ
ル噴射剤の総重量の３９重量％～５４重量％の前記水を含む、請求項１～８のいずれか一
項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項１０】
　前記ヘアスタイリング配合物が、前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテ
ル噴射剤の総重量の５重量％～８重量％の前記１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリ
マーを含む、請求項１～９のいずれか一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項１１】
　前記ヘアスタイリング配合物が、前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテ
ル噴射剤の総重量の５．８重量％～７．４重量％の前記１つ又は２つ以上のヘアスタイリ
ングポリマーを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製
品。
【請求項１２】
　前記ヘアスタイリング配合物の粘度が、３ｍｍ２／秒～５ｍｍ２／秒（３ｃＳｔ～５ｃ
Ｓｔ）である、請求項１に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項１３】
　前記ヘアスタイリング配合物が０％の前記エタノールを含む、請求項１～１２のいずれ
か一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項１４】
　前記バルブハウジングが２つ以上の蒸気タップを含まない、請求項１～１３のいずれか
一項に記載のエアロゾルヘアスプレー製品。
【請求項１５】
　（ａ）エアロゾルヘアスプレー製品を提供することであって、
　　１）リザーバ（１２０）を封入する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）であ
って、前記リザーバ（１２０）は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤
の総重量の４０重量％～７０重量％の前記ヘアスタイリング配合物、及び３０重量％～６
０重量％の前記ジメチルエーテル噴射剤を含み、
　　２）前記ヘアスタイリング配合物が、
　　　ｉ．前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテル噴射剤の総重量の３０
重量％～６０重量％の水と、
　　　ｉｉ．前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテル噴射剤の総重量の５
重量％～１５重量％のヘアスタイリングポリマーであって、前記ヘアスタイリングポリマ
ーが水溶性であり、かつ２００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する、ヘアスタイリ
ングポリマーと、
　　　ｉｉｉ．前記ヘアスタイリング配合物及び前記ジメチルエーテル噴射剤の総重量の
０．０５重量％～２重量％のアルコールと、を含み、かつ
　　　ｉｖ．エタノールを実質的に含まず、
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　前記ヘアスタイリング配合物が２．５ｍｍ２／秒～５．５ｍｍ２／秒（２．５ｃＳｔ～
５．５ｃＳｔ）の粘度を有する、容器（１００）と、
　　３）前記容器（１００）の前記リザーバ（１２０）から前記ヘアスタイリング配合物
（１８０）を分配するために前記容器（１００）に取り付けられたスプレー装置（２００
）であって、
　前記スプレー装置（２００）が前記リザーバ（１２０）と流体接続し、
　前記スプレー装置（２００）がスプレー作動装置（１５０）及びバルブ（１３０）を備
え、
　前記バルブ（１３０）がバルブハウジング（１４０）を備え、
　前記バルブハウジング（１４０）が蒸気タップ（１６０）を備え、
　前記蒸気タップ（１６０）が蒸気タップ領域を備え、
　ディップチューブ（１７０）が前記バルブ（１３０）と流体接続し、
　前記ディップチューブ（１７０）がディップチューブ開口部（１７５）を備え、
　前記ディップチューブ開口部（１７５）がディップチューブ開口部領域を備え、
　前記蒸気タップ領域と前記ディップチューブ開口部領域との比が０．００５～０．１５
である、スプレー装置（２００）と、を含む、ことと、
　（ｂ）前記エアロゾルヘアスプレー製品をある送出量で噴霧させることであって、前記
送出量が０．３０ｇ／秒～０．５０ｇ／秒であり、放出される組成物が噴霧され、前記放
出される組成物が４０マイクロメートル～１００マイクロメートルのＤｖ５０液滴粒径及
び１６０マイクロメートル～３００マイクロメートルのＤｖ９０液滴粒径を有する粒子を
含む、ことと、を含むヘアスタイリング法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　エタノールを実質的に含まず、ジメチルエーテル噴射剤を含み、蒸気タップ面積とディ
ップチューブ面積との比が約０．０００５～約０．１５であるエアロゾルヘアスプレー製
品が本明細書で説明される。
【背景技術】
【０００２】
　ヘアスプレー等のヘアスタイリング製品は、様々なヘアスタイルを達成し、ある期間、
毛髪の房を適所に保持するために使用される。一般的には、ヘアスプレーは、ヒトの毛髪
などのケラチン含有繊維に塗布すると繊維間接合部を形成する膜形成ポリマーを含む。こ
れらの接合部は、繊維をまとめて「接着」させてヘアスタイルを保持する。
【０００３】
　通常、エアロゾルヘアスプレー製品は、耐圧容器、ノズル、噴射剤、及びヘアスタイリ
ング配合物を含む。通常、ヘアスプレー組成物は、こうした製品からエアロゾル形成ノズ
ルを介して放出される。アルコールは、例えば、表面張力を低減させるために、ヘアスタ
イリング配合物中に通常用いられる。しかしながら、高比率のアルコールは、毛髪の乾燥
を感じさせ、傷みやすくさせる場合があり、一部のアルコールは、一部のユーザにアレル
ギー反応を起こす場合がある。更に、エタノールは、環境中に堆積して環境問題を生じさ
せ得る揮発性有機化合物である。更に、エタノールは可燃性である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、より環境に優しく、よりサステイナブルであり、不快さが少なく、より手
頃な価格のヘアスプレー製品に対するニーズが常に存在する。しかしながら、エアロゾル
ヘアスプレー製品の１つ又は２つ以上の特徴を変更することは、それらの間の相互関係が
製品性能に影響を及ぼすため、困難であり得る。例えば、異なる噴射剤又は異なるスプレ
ー装置を利用すると、パッケージ動作圧力が許容し得ない程に低下し、その結果、適用時
に製品の湿潤度が増す場合があり、あるいは不要な目詰まりが起きる場合がある。
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【０００５】
　上記の内容に基づく、エタノールを実質的に含まず、許容可能な又は優れた製品性能を
提供し、かつ目詰まり傾向の低いエアロゾルヘアスプレー製品へのニーズが存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（ａ）リザーバ（１２０）を封入する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）であ
って、リザーバ（１２０）は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総
重量の約４０重量％～約７０重量％のヘアスタイリング配合物、及び約３０重量％～約６
０重量％のジメチルエーテル噴射剤を含み、（ｂ）ヘアスタイリング配合物が、（１）ヘ
アスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約３０重量％～約６０重量
％の水と、（２）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約５重
量％～約１５重量％の１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーであって、ヘアスタ
イリングポリマーが水溶性であり、かつ２００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する
、ヘアスタイリングポリマーと、（３）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴
射剤の総重量の約０．０５重量％～約２重量％のアルコールと、を含み、かつ（４）エタ
ノールを実質的に含まず、ヘアスタイリング配合物が約２．５ｍｍ２／秒～約５．５ｍｍ
２／秒（約２．５ｃＳｔ～約５．５ｃＳｔ）の粘度を有する、容器（１００）と、（ｃ）
容器（１００）のリザーバ（１２０）からヘアスタイリング配合物を分配するために容器
（１００）に取り付けられたスプレー装置（２００）であって、スプレー装置（２００）
がリザーバ（１２０）と流体接続し、スプレー装置（２００）がスプレー作動装置（１５
０）及びバルブ（１３０）を備え、バルブ（１３０）がバルブハウジング（１４０）を備
え、バルブハウジング（１４０）が蒸気タップ（１６０）を備え、蒸気タップ（１６０）
が蒸気タップ領域を備え、ディップチューブ（１７０）がバルブ（１３０）と流体接続し
、ディップチューブ（１７０）がディップチューブ開口部（１７５）を備え、ディップチ
ューブ開口部（１７５）がディップチューブ開口部領域を備え、蒸気タップ領域とディッ
プチューブ開口部領域との比が約０．００５～約０．１５である、スプレー装置（２００
）と、を備える、エアロゾルヘアスプレー製品が本明細書で説明される。
【０００７】
　（ａ）リザーバ（１２０）を封入する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）であ
って、リザーバ（１２０）は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総
重量の約４０重量％～約７０重量％のヘアスタイリング配合物、及び約３５重量％～約５
５重量％のジメチルエーテル噴射剤を含み、（ｂ）ヘアスタイリング配合物が、（１）ヘ
アスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約３５重量％～６０重量％
の水と、（２）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約５重量
％～約８重量％の１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーであって、１つ又は２つ
以上のヘアスタイリングポリマーが水溶性であり、かつ２００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の
分子量を有し、１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーが、アクリル酸又はメタク
リル酸のうち少なくとも１つのモノマー、アクリレートの少なくとも１つのエステル、及
びポリウレタンを含むアクリレートをベースとする系を含む、ヘアスタイリングポリマー
と、（３）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約０．０５重
量％～約２重量％のアルコールと、を含み、かつ（４）エタノールを実質的に含まず、ヘ
アスタイリング配合物が約３ｍｍ２／秒～約５ｍｍ２／秒（約３ｃＳｔ～約５ｃＳｔ）の
粘度を有する、容器（１００）と、（ｃ）容器（１００）のリザーバ（１２０）からヘア
スタイリング配合物を分配するために容器（１００）に取り付けられたスプレー装置（２
００）であって、スプレー装置（２００）がリザーバ（１２０）と流体接続し、スプレー
装置（２００）がスプレー作動装置（１５０）及びバルブ（１３０）を備え、バルブ（１
３０）がバルブハウジング（１４０）を備え、バルブハウジング（１４０）が蒸気タップ
（１６０）を備え、蒸気タップ（１６０）が蒸気タップ領域を備え、ディップチューブ（
１７０）がバルブ（１３０）と流体接続し、ディップチューブ（１７０）がディップチュ
ーブ開口部（１７５）を備え、ディップチューブ開口部（１７５）がディップチューブ開
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口部領域を備え、蒸気タップ領域とディップチューブ開口部領域との比が約０．００８～
約０．０９であり、バルブハウジングが２つ以上の蒸気タップを含まないスプレー装置（
２００）と、を備える、エアロゾルヘアスプレー製品もまた、本明細書で説明される。
【０００８】
　更に、（ａ）エアロゾルスプレー製品を提供することであって、（１）リザーバ（１２
０）を封入する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）であって、リザーバ（１２０
）は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約４０重量％～約
７０重量％のヘアスタイリング配合物、及び約３０重量％～約６０重量％のジメチルエー
テル噴射剤を含み、（２）ヘアスタイリング配合物が、（ｉ）ヘアスタイリング配合物及
びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約３０重量％～６０重量％の水と、（ｉｉ）ヘアス
タイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約５重量％～約１５重量％の１
つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーであって、ヘアスタイリングポリマーが水溶
性であり、かつ２００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する、ヘアスタイリングポリ
マーと、（ｉｉｉ）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約０
．０５重量％～約２重量％のアルコールと、を含み、かつ（ｉｖ）エタノールを実質的に
含まず、ヘアスタイリング配合物が約２．５ｍｍ２／秒～約５．５ｍｍ２／秒（約２．５
ｃＳｔ～約５．５ｃＳｔ）の粘度を有する、容器（１００）と、（３）容器（１００）の
リザーバ（１２０）からヘアスタイリング配合物を分配するために容器（１００）に取り
付けられたスプレー装置（２００）であって、スプレー装置（２００）がリザーバ（１２
０）と流体接続し、スプレー装置（２００）がスプレー作動装置（１５０）及びバルブ（
１３０）を備え、バルブ（１３０）がバルブハウジング（１４０）を備え、バルブハウジ
ング（１４０）が蒸気タップ（１６０）を備え、蒸気タップ（１６０）が蒸気タップ領域
を備え、ディップチューブ（１７０）がバルブ（１３０）と流体接続し、ディップチュー
ブ（１７０）がディップチューブ開口部（１７５）を備え、ディップチューブ開口部（１
７５）がディップチューブ開口部領域を備え、蒸気タップ領域とディップチューブ開口部
領域との比が約０．００５～約０．１５である、スプレー装置（２００）と、を含む、こ
とと、（ｃ）エアロゾルヘアスプレー製品をある送出量で噴霧させることであって、送出
量が約０．３０ｇ／秒～約０．５０ｇ／秒であり、放出される組成物が噴霧され、放出さ
れる組成物が約４０マイクロメートル～約１００マイクロメートルのＤｖ５０液滴粒径及
び約１６０マイクロメートル～約３００マイクロメートルのＤｖ９０液滴粒径を有する粒
子を含む、ことと、を含むヘアスタイリング法が本明細書で説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し明確に特許請求する請求項をもって結論とするが
、本明細書に記載のエアロゾルヘアスプレー製品は、添付の図面と併せてなされる以下の
説明から、より一層よく理解されると考えられる。
【図１】スプレー装置の分解図である。
【図２】エアロゾルヘアスプレー製品の断面図である。
【図３】本明細書で説明するエアロゾルヘアスプレー製品の蒸気タップ領域とディップチ
ューブ開口部領域（ＶＴ／ＤＴ）との比が、より大きなＶＴ／ＤＴ領域比と比較して、目
詰まりを全く生じさせないことを示す棒グラフである。
【図４】様々なＶＴ／ＤＴ領域比で送出される濃縮物の量を示す線グラフである。
【図５】エアロゾルヘアスプレー製品の耐用期間全体にわたる様々な濃縮物充填比を示す
線グラフである。
【図６】様々なＶＴ／ＤＴ領域比における液滴粒径分布を示す線グラフである。
【図７】様々な濃縮物粘度でのカットオフ吹き出し（cut-off sputter）／噴霧の変形を
示す棒グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の全ての実施形態において、全ての比率（％）は、特に記載のない限り、全組成
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物の重量に対するものである。特に明記しない限り、全ての比は重量比である。全ての範
囲は、包括的かつ組み合わせ可能である。有効桁の数は、表示された量に対する限定を表
すものでも、測定値の精度に対する限定を表すものでもない。特に別段の指示がない限り
、全ての数量は、単語「約」によって修飾されるものと理解される。別途記載のない限り
、全ての測定は２５℃及び周囲条件下で行われるものと理解される。ただし「周囲条件」
とは、約１気圧の圧力及び約５０％相対湿度下の条件を意味する。列挙された成分に関連
する重量は、全て、活性レベルに基づいており、特に指定しない限り、市販の材料に含ま
れ得るキャリア又は副生成物を含まない。
【００１１】
　本明細書で使用する時、用語「含む（comprising）」は、最終結果に影響を及ぼさない
他の工程及び他の成分を追加できることを意味する。この用語は、「からなる（consisti
ng of）」及び「から本質的になる（consisting essentially of）」を包含する。本発明
の組成物及び方法／プロセスは、本明細書に記載する本発明の要素及び限定、並びに本明
細書に記載する追加の若しくは任意の成分、構成要素、工程、又は限定のいずれかを含み
、これらからなり、及びこれらから本質的になることができる。
【００１２】
　本明細書で使用する時、用語「含む（include）」、「含む（includes）」、「含む（i
ncluding）」は、非限定的であることを意味し、それぞれ「含む（comprise）」、「含む
（comprises）」、「含む（comprising）」を意味すると理解される。
【００１３】
　量の範囲が記載されている場合、これらは、通常、指定の化合物（の群）の合計量に関
する。例えば、「組成物は、約０．１％～約２０％のエチレン性モノマーを含む」とは、
組成物中のエチレン性モノマー（様々なこうしたモノマーの混合物を含む）の合計量が、
指定の範囲内でなければならないことを意味する。
【００１４】
　本明細書で使用する時、用語「実質的に含まない」とは、ヘアスタイリング配合物及び
ジメチルエーテル噴射剤の総重量の約１重量％未満、あるいは約０．８重量％未満、ある
いは約０．５重量％未満、あるいは約０．３重量％未満、又はあるいは約０％を意味する
。
【００１５】
　本明細書で使用する時、「毛髪」とは、頭皮の毛、顔面の毛、及び体毛を含む哺乳類の
毛を意味し、より好ましくは、ヒトの頭部及び頭皮上の毛を意味する。「毛幹」とは個々
の毛髪の房を意味し、「毛髪」という用語と互換的に用いられ得る。
【００１６】
　本明細書で使用する時、「化粧品として許容可能な」とは、記載されている組成物、配
合物、又は構成成分が、過度の毒性、不適応性、不安定性、アレルギー反応などを伴わず
に、ヒトのケラチン性組織と接触させて使用するのに適することを意味する。本明細書で
説明され、ケラチン性組織に直接適用されるという用途を有する全ての組成物及び配合物
は、化粧用として許容可能であるものに制限される。
【００１７】
　本明細書で使用する時、「誘導体」としては、所定の化合物のアミド誘導体、エーテル
誘導体、エステル誘導体、アミノ誘導体、カルボキシル誘導体、アセチル誘導体、酸誘導
体、塩誘導体及び／又はアルコール誘導体が挙げられるが、これらに限定されない。
【００１８】
　本明細書で使用する時、「モノマー」とは、反応開始剤の存在下で重合可能である、個
別の非重合状態の化学的部分を意味する。本明細書で使用する時、「エチレン性モノマー
」は、オレフィン性炭素－炭素二重結合（Ｃ＝Ｃ）を含有し、反応開始剤の存在下で重合
可能な化学種を意味する。
【００１９】
　本明細書で使用する時、「ポリマー」とは、２つ以上のモノマーの重合によって形成さ
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れる化学物質を意味する。本明細書で使用する時、「ポリマー」という用語は、モノマー
の重合によって作られる全ての材料と、天然ポリマーを含むものとする。１種類のモノマ
ーのみから作られるポリマーをホモポリマーという。ポリマーは、少なくとも２つのモノ
マーを含む。２種類以上の異なるモノマーから作られるポリマーをコポリマーと言う。異
なるモノマーの分布は、統計的に計算することも、ブロック毎に計算することもでき、い
ずれの実行可能な手段も本発明に好適である。特に記述のない限り、本明細書で使用する
時、「ポリマー」という用語は、ホモポリマー及びコポリマーを含め、あらゆる種類のポ
リマーを含む。
【００２０】
　本明細書で使用する時、用語「水溶性」とは、２５℃の水中で、材料の濃度が０．１重
量％である時、肉眼で見て水中で単相溶液を形成するのに十分な可溶性がある任意の材料
を指す。水溶性を得るためには、材料を水に添加した後で混合物のｐＨを調節する、又は
混合物を完全に中和することが必要な場合がある。これらの方法は、例えば水溶性ヘアス
タイリングポリマー用途の業界では周知されており、一般的には供給された材料試料を用
いて指導される。水溶性は、一般的には以下の手順で測定される。０．１重量％の材料を
２５℃の蒸留水に添加して、必要に応じてｐＨ調節剤（pH adjusted）／中和剤を添加す
る。これを、６００ｒｐｍに設定した電磁攪拌器で３０分間激しく撹拌する。続いて溶液
を１時間かけて沈殿させ、相の数を肉眼で観察する。例えば、さもなければ単相の溶液中
に、いくらかでも固形材料が見られる場合、これは２相であると考えられる。
【００２１】
　本明細書で使用する時、用語「非水溶性」は、「水溶性」ではない任意の物質を指す。
【００２２】
　本明細書で使用する時、用語「分子量（molecular weight又はM.Wt.）」とは、特に明
記しない限り、数平均分子量を指す。
【００２３】
　本明細書で使用する時、「キット」は、複数の構成要素、すなわち、キットオブパーツ
を含む包装単位を意味する。キットの例は、例えば、第１の組成物と、別個にパッケージ
ングされた第２の組成物である。別のキットは、方法を含む塗布指示書と、組成物／配合
物とを含み得る。
【００２４】
　本明細書に記載されている実施形態及び態様は、組み合わせて明白に例証されていない
が、別段明記しない限り又は不相容性が明示されてされない限り、他の実施態様及び／又
は態様の要素若しくは成分を含むか又はこれらを組み合わせることが可能である。
【００２５】
　エアロゾルヘアスプレー製品
　エアロゾルヘアスプレー製品が本明細書で説明される。エアロゾルヘアスプレー製品は
、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤を含むリザーバ（１２０）を封入
する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）を備える。リザーバは、ヘアスタイリン
グ配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約４０重量％～約７０重量％、あるいは
約４５重量％～約６５重量％、あるいは約４５重量％～約６０重量％のヘアスタイリング
配合物を含む。リザーバは、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重
量の約３０重量％～約６０重量％、あるいは約３５重量％～約５５重量％、あるいは約４
０重量％～約５０重量％のジメチルエーテル噴射剤を含む。
【００２６】
　一実施形態では、製品はエアロゾルヘアスプレー製品であるため、泡状整髪剤製品、又
は任意のポンプ式スプレー製品は含まれない。
【００２７】
　粘度
　一実施形態では、噴射剤を含まないヘアスタイリング配合物は、約２．５ｍｍ２／秒～
約５．５ｍｍ２／秒（約２．５ｃＳｔ～約５．５ｃＳｔ）、あるいは約３ｍｍ２／秒～約
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５ｍｍ２／秒（約３ｃＳｔ～約５ｃＳｔ）、あるいは約３．５ｍｍ２／秒～約４．５ｍｍ
２／秒（約３．５ｃＳｔ～約４．５ｃＳｔ）の動粘度を有する。動粘度は２０℃＋／－０
．１℃で測定する。ヘアスタイリング配合物の粘性が高過ぎる場合、ヘアスタイリング配
合物が濃くなり過ぎて噴霧できず、かつ／又は、目詰まり、つまり不均一な放出組成物が
、例えば、噴霧ではなくむしろ「喀出」する不規則な噴霧ビーム、及び／若しくは塊の排
出をもたらすため、動粘度は重要となり得る。
【００２８】
　動粘度はウベローデ管によって測定することができる。動粘度は、流体の流動に対する
抵抗の指標であり、その絶対粘度をその密度で割ったものと等しい。動粘度のＳＩ単位は
ｍ２・秒－１である。動粘度のｃｇｓ（センチメートル／グラム／秒）物理単位はストー
ク（Ｓｔ）であり、センチストーク（ｃＳｔ）として表され得る。１ｃＳｔ＝１ｍｍ２・
ｓ－１＝１０－６ｍ２・ｓ－１である。２０℃の水は、約１ｍｍ２／秒（１ｃＳｔ）の動
粘度を有する。ウベローデ管は、ＡＳＴＭ　Ｄ４４５及びＤ４４６、並びにＩＳＯ　３１
０４及び３１０５に記載される通りの懸濁レベル原理によって透明なニュートン液体の動
粘度を測定するための粘度計である。ウベローデ管測定値の場合、温度は結果に影響を与
えず、他の動粘度計の場合、指定の試験範囲から異なる温度は結果に影響し得る。本明細
書では、測定は２０℃＋／－０．１℃の温度で行われた。この方法は、約０．６ｍｍ２／
秒～１００ｍｍ２／秒（約０．６ｃＳｔ～１００ｃＳｔ）を測定するのに用いることがで
きる。ウベローデ粘度計の使用方法はＡＳＴＭ　Ｄ４４５を参照されたい。２０℃＋／－
０．１℃で、０．６ｍｍ２／秒～３ｍｍ２／秒（０．６～３ｃＳｔ）の粘度の場合は、ウ
ベローデ管のサイズ０Ｃを使用する。２０℃＋／－０．１℃で、２ｍｍ２／秒～１０ｍｍ
２／秒（２～１０ｃＳｔ）の粘度の場合は、ウベローデ管のサイズ１を使用する。ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ４４５は、「透明及び不透明な液体の動粘度の標準試験法（Standard Test Method
 for Kinematic Viscosity of Transparent and Opaque Liquids）」である。ＡＳＴＭ　
Ｄ４４６は、「ガラスキャピラリー粘度計の標準仕様及び操作方法（Specifications and
 Operating Instructions for Glass Capillary Kinematic Viscometers）」である。
【００２９】
　送出量
　一実施形態では、エアロゾルヘアスプレー製品はある送出量で噴霧するためのものであ
り、送出量は約０．３０ｇ／秒～約０．５０ｇ／秒、あるいは約０．３５ｇ／秒～約０．
５０ｇ／秒である。送出量はＡＳＴＭ　Ｄ３０６９－９４「エアロゾル製品の送出量の標
準試験法（Standard Test Method for Delivery Rate of Aerosol Products）」に従って
求められ得る。この試験では、製品の送出量は、所定の時間区分における質量の喪失を測
定することによって求める。これは、所定の時間区分内にバルブ及び作動装置の組み合わ
せから放出される材料の量と相関関係を持つ。この場合、缶は室温（２１℃）、及び２秒
～１０秒の作動時間の持続時間で試験する。続いて送出量を等式によって求める。
　送出量（ｇ／秒）＝質量喪失（ｇ）／作動時間（秒）
【００３０】
　送出量が約０．４５ｇ／秒を超える場合、毛髪上乾燥時間は消費者が満足するには長過
ぎる場合がある。これは、従来のアルコール系ヘアスプレーと比べ、本明細書で説明され
る水系ヘアスプレーに固有のものであり、典型的には、揮発性アルコールを含有する従来
のヘアスプレーは約０．５５ｇ／秒～０．８５ｇ／秒の送出量を有する。送出量は、典型
的には容器内部の圧力（高い圧力は高い送出量と相関関係を持つ）、並びに／又はノズル
の開口部、バルブの開口部、及びディップチューブの内径などのスプレー装置の開口部を
変更することによって調節することができる。
【００３１】
　粒径分布
　一実施形態では、エアロゾルヘアスプレー製品は放出される組成物を噴霧するためのも
のであり、放出される組成物は、４０マイクロメートル～１００マイクロメートル、ある
いは約４５マイクロメートル～約９５マイクロメートル、あるいは約５０マイクロメート
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ル～約９０マイクロメートルの平均粒径分布（Ｄｖ５０）を有する粒子からなる。一実施
形態では、エアロゾルヘアスプレー製品は放出される組成物を噴霧するためのものであり
、放出される組成物は、１６０マイクロメートル～３００マイクロメートル、あるいは約
１６５マイクロメートル～約２９５マイクロメートル、あるいは約１７０マイクロメート
ル～約２９０マイクロメートルの平均粒径分布（Ｄｖ９０）を有する粒子からなる。
【００３２】
　缶の耐用期間中の液滴粒径は、ヘアスプレーの乾燥した感触、乾燥時間、及び保持性能
に影響を与えるため、重要となり得る。より小さな液滴はより早く乾燥する。より多数の
小さな液滴は、より少数の大きな液滴と比較して湿った感触が少ない。保持に関しては、
より多数のより小さな液滴は、より大きな表面積を被覆して、毛髪接合部のむらのないコ
ーティングをもたらす。液滴が小さ過ぎる場合、液滴は接合部点で毛髪を一体に架橋せず
、また保持しない。これは、急速に蒸発して乾燥するエタノール配合物の利点を有しない
アルコール非含有ヘアスプレーにとっては重要となり得る。エタノールヘアスプレーは遥
かに広い有効液滴粒径範囲（即ち、３０～１３０ｕｍ　Ｄｖ５０）を有する。４０ｕｍ　
Ｄｖ５０未満のエタノール非含有ヘアスプレーは、保持に問題を有する場合がある。約～
８０ｕｍ　Ｄｖ５０超のエタノール非含有ヘアスプレーは、著しく遅い乾燥時間、及び初
期に毛髪が湿った感触を有し得る。Ｄｖ９０は、スプレー中で、遥かに少数であるが最大
の液滴を表す。缶の耐用期間中に、最大で４００ｕｍまで大きくなる、１８０ｕｍ超のＤ
ｖ９０は、より大きく、かつ吹き出す（sputtering）液滴を有する、外観にむらのあるス
プレーをもたらし得る。これらの大型の滴のために、スプレーは霧状でなくなり、かつ均
一性が低下する。このため、これらの大きな滴が着地した場所で毛髪の凝集が起きる場合
がある。これらの毛髪の凝集のために、完成した毛髪の結果が、指や櫛を通すことが困難
な不自然な毛髪の感触を有するようになり得る。
【００３３】
　平均粒径分布（Ｄｖ５０）は、消費者に許容可能でなくてはならない、放出される組成
物の乾燥時間を考慮すると重要であり得る。実際、より小さな平均粒径分布（Ｄｖ５０）
は、より多くの粒子がより大きい表面積対体積比を有し、これはより急速な乾燥時間を意
味するという点で有用となり得る。一方で、平均粒径分布（Ｄｖ５０）が低過ぎると、ス
ポット接合部を提供するために充分なヘアスタイリングポリマーが毛髪に提供されないこ
とを意味し得る。
【００３４】
　粒径分布測定にはＭａｌｖｅｒｎ　Ｓｐｒａｙｔｅｃの計器を使用する。Ｄｖ５０は、
試料体積の５０％が最大粒径直径未満を有するという、最大粒径の直径を説明する用語で
あり、体積基準の中央粒径としても知られる。Ｄｖ９０は、試料体積の９０％が最大粒径
直径未満を有するという、最大粒径の直径を説明する用語である。Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐ
ｒａｙｔｅｃの計器は、スプレー粒子の粒径測定にレーザー回折技術を用いる。レーザー
ビームがスプレーを通過する時に散乱した光の強度が測定される。次に、このデータは、
散乱パターンを生成した粒子の粒径を計算するために分析される。Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐ
ｒａｙｔｅｃ　２０００を、製造者の指示に従い使用する。試験試料は２０℃～２２℃の
温度を有する。
【００３５】
　アルコール
　ヘアスタイリング配合物は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総
重量の約０．０５重量％～約２重量％、あるいは約０．０６重量％～約１．９重量％、あ
るいは約０．０８重量％～約１．７重量％のアルコールを含む。ヘアスタイリング配合物
は、エタノールを実質的に含まず、即ち、０％のエタノールを含む。
【００３６】
　水
　ヘアスタイリング配合物は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総
重量の約３０重量％～約６０重量％、あるいは約３５重量％～約６０重量％、あるいは約
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３９重量％～約５５重量％、あるいは約４１重量％～約５０重量％の水を含む。
【００３７】
　水は、ヘアスタイリングポリマー及びその他の成分のための溶媒をヘアスタイリング配
合物中に提供するために重要であり得る。水は、容易に入手可能であり、非常に安価であ
り、サステイナブルであり、かつ環境に優しいという利点を有する。例えば、水はＶＯＣ
ではない。更に、ヘアスタイリング配合物のための多くの有用な成分が水中に溶解するが
、即ちこれらは水溶性であり、これがもう１つの利点となる。
【００３８】
　ヘアスタイリングポリマー
　ヘアスタイリング配合物は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総
重量の約５重量％～約１５重量％、あるいは約５重量％～約８重量％、あるいは約５．８
重量％～約７．４重量％の１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーを含む。一実施
形態では、１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは水溶性であり、かつ２００，
０００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する。
【００３９】
　１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーの量は、保持性能と毛髪上湿潤性とのバ
ランスを取るために重要であり得る。ヘアスタイリングポリマーの量は、保持性能を押し
上げ得るが、最大噴霧可能粘度の制限を受け得る。
【００４０】
　一実施形態では、１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは、アクリル酸又はメ
タクリル酸のうちの少なくとも１つのモノマー、及びアクリレートの少なくとも１つのエ
ステルを含有するアクリレートをベースとする系を含む。一実施形態では、１つ又は２つ
以上のヘアスタイリングポリマーは、アクリル酸又はメタクリル酸のうちの少なくとも１
つのモノマー、アクリレートの少なくとも１つのエステル、及びポリウレタンを含有する
アクリレートをベースとする系を含む。
【００４１】
　１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは、水溶性ヘアスタイリングポリマーで
あってもよい。ヘアスタイリングポリマーの水系ヘアスタイリング配合物は、液化ガス噴
射剤によって容器（１００）内で加圧され得る。圧力が解放されると、液体は、水、及び
ヘアスタイリングポリマー、並びに任意の成分を担いながら沸騰する。したがって、加圧
缶中のヘアスプレー配合物と液化ガス噴射剤との均質な混合物は、製品が噴霧された時に
、均質な放出される組成物を毛髪に送達するのに望ましい。均質性は、缶が加圧された直
後か、又はある期間を経てから生じ得る。これは、製品を噴霧する前に缶を振盪すること
によっても達成することができる。例えば、その他のエアロゾル製品（泡状整髪剤など）
では、噴射剤が缶内の配合物の残部に不溶性であるのは一般的である。１つ又は２つ以上
のヘアスタイリングポリマーは、加圧缶中で水及び液化ガス噴射剤と混合された時に均質
な混合物を形成するその能力に基づいて選択され得る。
【００４２】
　一実施形態では、１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは、水及び液化ガス噴
射剤と均質な混合物を形成するヘアスタイリングポリマーから選択され得る。一実施形態
では、１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーは、水及びジメチルエーテル噴射剤
と均質な混合物を形成するヘアスタイリングポリマーから選択され得る。本明細書で「均
質な混合物」とは、単相を有する混合物を意味し、したがって均質な混合物の成分は、混
合物中全体で同じ比を有する。
【００４３】
　ヘアスタイリングポリマーは、任意の水溶性フィルム形成ポリマー、又はこうしたポリ
マーの混合物であり得る。これには、ヒドロキシル、アミン、アミド、又はカルボキシル
基などのポリマーを水溶性にする官能基を有する天然又は合成由来のホモポリマー又はコ
ポリマーが挙げられる。
【００４４】
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　一実施形態では、水溶性ヘアスタイリングポリマーは、特許請求される範囲で水に希釈
すると、透明又は半透明の安定溶液を形成する。特定のポリマーの種類によっては、水溶
性を得るために、ポリマーを水に添加した後で配合物のｐＨを調節する、又は混合物を中
和することが必要な場合がある。これらの方法は、水溶性ポリマー用途の業界では周知さ
れており、一般的には供給されたポリマー試料を用いて指導される。ヘアスタイリングポ
リマーは、（完全な）合成ポリマーと、化学的に改質した誘導体と組み合わせた天然の生
成物と、の２種類に分類でき、また更に、天然、半合成、及び完全合成ポリマーの３つの
主題目に分類できる。少なくとも１つの実施形態では、ヘアスタイリングポリマーは、カ
チオン性ヘアスタイリングポリマー、アニオン性ヘアスタイリングポリマー、非イオン性
ヘアスタイリングポリマー、及び両性ヘアスタイリングポリマーからなる群から選択され
る。ヘアスタイリングポリマーの分子量は、噴射剤を含まないヘアスタイリング配合物が
、指定された粘度要件の範囲を満たすようであってよい。少なくとも１つの実施形態では
、ヘアスタイリングポリマーは直鎖又は分枝鎖である。
【００４５】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーはカチオン性ヘアスタイリングポリマー、
又はカチオン性ヘアスタイリングポリマーの混合物である。少なくとも１つの実施形態で
は、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、四級化アクリレート又はメタクリレート、
ビニルイミダゾール四級ホモポリマー又はコポリマー、四級ジメスジアリル（dimethdial
lyl）アンモニウムクロリドを含むホモポリマー又はコポリマー、非セルロース系カチオ
ン性多糖類、カチオン性セルロース誘導体、キトサン及びその誘導体、並びにこれらの混
合物からなる群から選択される。
【００４６】
　一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、四級化アクリレート又はメ
タクリレートから選択され得る。少なくとも１つの実施形態では、カチオン性ヘアスタイ
リングポリマーは、ａ）四級ジアルキルアミノアルキルアクリルアミド（例えば、四級化
ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、又は四級化ジアルキルアミノアルキルアク
リレート（例えば、四級化ジメチルアミノエチルメタクリレート）のうちの少なくとも１
つと、ｂ）ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムなどのビニルラクタム、アクリル
アミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ４）によって窒素と置換されても置換されなくてもよ
いメタクリルアミド（例えば、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド）、アクリル酸及び
／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、メチルアク
リレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート及びこれらのメタクリレ
ート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化
されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレングリコール）アクリレート）、ヒ
ドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエチルメタクリレート）、ヒドロキ
シアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化アクリルアミド（例えば、ジメチルアミ
ノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリルアミン（例えば、ｔｅｒｔ－ブチルア
ミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート）、アルキルエーテ
ルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアクリレート）、エチレン、スチレンなど
のモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例えば、ビニルアセテート又はビニルプロ
ピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート）、ポリエチレングリコールなど
のポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニルエステル、ビニルエーテル、ハ
ロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、及びアリルエステル又はメタリルエステルから
なる群から選択される１つ又は２つ以上のモノマーと、を含むコポリマーである。対イオ
ンは、メトサルフェートアニオン、又はクロリド若しくはブロミドなどのハロゲン化物の
いずれかであり得る。
【００４７】
　一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、ビニルイミダゾールの四級
ホモポリマー又はコポリマーであり得る。少なくとも１つの実施形態では、カチオン性ヘ
アスタイリングポリマーは、ａ）四級化ビニルイミダゾールと、ｂ）１つ又は２つ以上の
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その他のモノマーと、を含むコポリマーである。その他のモノマーは、ＢＡＳＦからＬｕ
ｖｉｑｕａｔ　ＦＣ－５５０として販売されているものなどのビニルピロリドン／四級化
ビニルイミダゾール（ＰＱ－１６）などのビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムな
どのビニルラクタム、アクリルアミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ４）によって窒素と置
換されても置換されなくてもよいメタクリルアミド（例えば、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアク
リルアミド）、アクリル酸及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４アル
キルアクリレート、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリ
レート及びこれらのメタクリレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキ
レングリコール上にグラフト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレング
リコール）アクリレート）、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエチ
ルメタクリレート）、ヒドロキシアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化アクリル
アミド（例えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリルアミン
（例えば、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタ
クリレート）、アルキルエーテルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアクリレー
ト）、エチレン、スチレンなどのモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例えば、ビ
ニルアセテート又はビニルプロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート）
、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニル
エステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、アリルエステル
又はメタリルエステルからなる群から選択され得る。対イオンは、メトサルフェートアニ
オン、又はクロリド若しくはブロミドなどのハロゲン化物のいずれかであり得る。
【００４８】
　一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーはジメスジアリルアンモニウム
クロリドであり得る。一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、四級ジ
メスジアリルアンモニウムクロリドと別のモノマーとを含むホモポリマー又はコポリマー
であり得る。こうしたその他のモノマーは、アクリルアミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ
４）によって窒素と置換されても置換されなくてもよいメタクリルアミド（例えば、Ｎ－
ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド）、ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムなどの
ビニルラクタム、アクリル酸及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４ア
ルキルアクリレート、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアク
リレート及びこれらのメタクリレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアル
キレングリコール上にグラフト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレン
グリコール）アクリレート）、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエ
チルメタクリレート）、ヒドロキシアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化アクリ
ルアミド（例えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリルアミ
ン（例えば、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメ
タクリレート）、アルキルエーテルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアクリレ
ート）、エチレン、スチレンなどのモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例えば、
ビニルアセテート又はビニルプロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート
）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニ
ルエステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、アリルエステ
ル又はメタリルエステルからなる群から選択され得る。対イオンは、メトサルフェートア
ニオン、又はクロリド若しくはブロミドなどのハロゲン化物のいずれかであり得る。
【００４９】
　一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、非セルロース系カチオン性
多糖類である。少なくとも１つの実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは
、トリアルキルアンモニウムカチオン性基を含むようなグアーガムである。例えば、Ａｓ
ｈｌａｎｄからＮ－Ｈａｎｃｅ　３２６９として入手可能なグアーヒドロキシプロピルト
リモニウムクロリドなど。
【００５０】
　一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、カチオン性セルロース誘導
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体である。少なくとも１つの実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、四
級アンモニウム（例えば、グリシジルトリメチルアンモニウム、メタクロイルオキシエチ
ルトリメチルアンモニウム、若しくはメタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム
、又はジメチルジアリルアンモニウム塩）を含む水溶性モノマーでグラフト化されたヒド
ロキシアルキルセルロース（例えば、ヒドロキシメチル－、ヒドロキシエチル－、又はヒ
ドロキシプロピルセルロース）などのセルロース誘導体のコポリマーである。例えば、Ａ
ｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＣｅｌｑｕａｔ　Ｌ２００として販売されているヒドロキシエチ
ルセルロースジメチルジアリアンモニウムクロリド（dimethyldiallyammonium chloride
）［ＰＱ４］など、又はＤｏｗ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ＣａｒｅからＵＣＡＲＥ　ＪＲ１２
５として販売されている四級化ヒドロキシエチルセルロース［ＰＱ１０］など。
【００５１】
　一実施形態では、カチオン性ヘアスタイリングポリマーは、キトサン及びその誘導体か
ら選択される。キトサンの誘導体は、キトサン塩を含む。この塩は、好ましくは、少なく
とも８０％の加水分解度を有する、キトサンアセテート、ラクテート、グルタメート、グ
ルコネート、又はピロリドンカルボキシレートであり得る。好適なキトサンは、Ｃｏｇｎ
ｉｓによるＨｙｄａｇｅｎ　ＨＣＭＦを含む。
【００５２】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーはアニオン性ヘアスタイリングポリマー、
又はアニオン性ヘアスタイリングポリマーの混合物である。少なくとも１つの実施形態で
は、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、カルボン酸又はスルホン酸から誘導された
群を含むポリマーから選択される。酸単位を含有するコポリマーは、一般的には、部分的
に又は完全に中和された、より好ましくは完全に中和された形態で用いられる。少なくと
も１つの実施形態では、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、（ａ）アクリル酸若し
くはメタクリル酸若しくはクロトン酸若しくはそれらの塩のようなカルボン酸、又はＣ４
～Ｃ８モノ不飽和ポリカルボン酸、若しくは無水物から誘導された少なくとも１つのモノ
マー（例えば、マレイン酸、フマル酸（furamic）、イタコン酸及びそれらの無水物）と
、（ｂ）アクリル酸及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４アルキルア
クリレート、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート
及びこれらのメタクリレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレング
リコール上にグラフト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレングリコー
ル）アクリレート）、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエチルメタ
クリレート）、アクリルアミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ４）によって窒素と置換され
ても置換されなくてもよいメタクリルアミド、Ｎ－アルキル化アクリルアミド（例えば、
Ｎ－ｔｅｒｔブチルアクリルアミド）、ヒドロキシアルキル化アクリルアミド、アミノア
ルキル化アクリルアミド（例えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、アルキ
ルアクリルアミン（例えば、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチル
アミノエチルメタクリレート）、アルキルエーテルアクリレート（例えば、２－エトキシ
エチルアクリレート）、エチレン、スチレンなどのモノエチレン性モノマー、ビニルエス
テル（例えば、ビニルアセテート又はビニルプロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル
－ベンゾエート）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフ
ト化されたビニルエステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体
、アリルエステル又はメタリルエステル、ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムな
どのビニルラクタム、アルキルマレイミド、ヒドロキシアルキルマレイミド（例えば、エ
チル／エタノールマレイミド）からなる群から選択される１つ又は２つ以上のモノマーと
、を含む。存在する場合、これらのポリマーの無水物官能基は、任意にモノエステル化又
はモノアミド化され得る。少なくとも１つの実施形態では、アニオン性ヘアスタイリング
ポリマーは、スルホン酸から誘導されたモノマーを含む。少なくとも１つの実施形態では
、アニオン性ポリマーは、（ａ）ビニルスルホン酸、スチレンスルホン酸、ナフタレンス
ルホン酸、アクリルアルキルスルホン酸、アクリルアミドアルキルスルホン酸、又はこれ
らの塩などのスルホン酸から誘導される少なくとも１つのモノマーと、（ｂ）アクリル酸



(15) JP 2018-521726 A 2018.8.9

10

20

30

40

50

及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、メチル
アクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート及びこれらのメタク
リレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフ
ト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレングリコール）アクリレート）
、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエチルメタクリレート）、アク
リルアミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ４）によって窒素と置換されても置換されなくて
もよいメタクリルアミド、Ｎ－アルキル化アクリルアミド（例えば、Ｎ－ｔｅｒｔブチル
アクリルアミド）、ヒドロキシアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化アクリルア
ミド（例えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリルアミン（
例えば、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタク
リレート）、アルキルエーテルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアクリレート
）、エチレン、スチレンなどのモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例えば、ビニ
ルアセテート又はビニルプロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート）、
ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニルエ
ステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、アリルエステル又
はメタリルエステル、ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムなどのビニルラクタム
、アルキルマレイミド、ヒドロキシアルキルマレイミド（例えば、エチル／エタノールマ
レイミド）からなる群から選択される１つ又は２つ以上のモノマーと、を含む。存在する
場合、これらのポリマーの無水物官能基は、任意にモノエステル化又はモノアミド化され
得る。
【００５３】
　一実施形態において、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、水溶性ポリウレタンで
ある。
【００５４】
　一実施形態では、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、有利には、ＢＡＳＦからＵ
ｌｔｒａｈｏｌｄ　８として販売されているものなどの、アクリル酸／エチルアクリレー
ト／Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミドターポリマーなどのアクリル酸から誘導された
コポリマー、Ａｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＡｍｐｈｏｍｅｒして販売されているものなどの
、オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチル／メタクリレートコポリ
マー、Ａｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＢａｌａｎｃｅ　ＣＲとして販売されているものなどの
、メタクリル酸／エステルアクリレート／エステルメタクリレート、Ａｋｚｏ　ｎｏｂｅ
ｌからＢａｌａｎｃｅ　４７として販売されているものなどの、オクチルアクリルアミド
／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌからＡｃｕｄｙｎｅ　１０００として知られているものなどの、メタクリル酸／ヒド
ロキシエチルメタクリレート／種々のアクリレートエステル、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
からＡｃｕｄｙｎｅ　１８０として販売されているものなどの、アクリレート／ヒドロキ
シエチルメタクリレート、Ｄｏｗ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＡｃｕｄｙｎｅ　ＤＨＲとして
販売されているものなどの、メタクリル酸／ヒドロキシエチルメタクリレート／種々のア
クリレートエステル、ＤＳＭからＴｉｌａｍａｒ　Ｆｉｘ　Ａ－１０００として販売され
ているものなどの、ｎ－ブチルメタクリレート／メタクリル酸／エチルアクリレートコポ
リマー、Ａｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＲｅｓｉｎ　２８２９３０として販売されているもの
などの、酢酸ビニル／ビニルｔｅｒｔブチルベンゾエート／クロトン酸ターポリマー及び
クロトン酸／ビニルアセテート／ビニルネオドデカノエートターポリマーなどのクロトン
酸から誘導されたコポリマーから選択される。スルホン酸から誘導される好ましいヘアス
タイリングポリマーとしては、ＡｓｈｌａｎｄからＦｌｅｘａｎ　１３０として販売され
ている、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム、ＥａｓｔｍａｎからＥａｓｔｍａｎ　ＡＱ
　４８として販売されているものなどのスルホポリエステル（別名ポリエステル－５）、
ＥａｓｔｍａｎからＥａｓｔｍａｎ　ＡＱ　Ｓ３８として販売されているものなどのスル
ホポリエステル（別名ポリエステル－５）、ＥａｓｔｍａｎからＥａｓｔｍａｎ　ＡＱ　
５５として販売されているものなどのスルホポリエステル（別名ポリエステル－５）が挙
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げられる。少なくとも１つの実施形態では、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、好
ましくは、ＢＡＳＦからＵｌｔｒａｈｏｌｄ　８として販売されているものなどの、アク
リル酸／エチルアクリレート／Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミドターポリマーなどの
アクリル酸から誘導されたコポリマー、Ａｍｐｈｏｍｅｒして販売されているものなどの
、オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチル／メタクリレートコポリ
マー、Ａｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＢａｌａｎｃｅ　ＣＲとして販売されているものなどの
、メタクリル酸／エステルアクリレート／エステルメタクリレート、Ａｋｚｏ　ｎｏｂｅ
ｌからＢａｌａｎｃｅ　４７として販売されているものなどの、オクチルアクリルアミド
／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌからＡｃｕｄｙｎｅ　１０００として知られているものなどの、メタクリル酸／ヒド
ロキシエチルメタクリレート／種々のアクリレートエステル、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
からＡｃｕｄｙｎｅ　１８０として販売されているものなどの、アクリレート／ヒドロキ
シエチルメタクリレート、Ｄｏｗ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＡｃｕｄｙｎｅ　ＤＨＲとして
販売されているものなどの、メタクリル酸／ヒドロキシエチルメタクリレート／種々のア
クリレートエステル、ＤＳＭからＴｉｌａｍａｒ　Ｆｉｘ　Ａ－１０００として販売され
ているものなどの、ｎ－ブチルメタクリレート／メタクリル酸／エチルアクリレートコポ
リマー、Ａｋｚｏ　ＮｏｂｅｌからＲｅｓｉｎ　２８２９３０として販売されているもの
などの、酢酸ビニル／ビニルｔｅｒｔブチルベンゾエート／クロトン酸ターポリマー及び
クロトン酸／ビニルアセテート／ビニルネオドデカノエートターポリマーなどのクロトン
酸から誘導されたコポリマーから選択される。スチレンスルホン酸から誘導される好まし
いヘアスタイリングポリマーとしては、ＡｓｈｌａｎｄからＦｌｅｘａｎ　１３０として
販売されている、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム、ＥａｓｔｍａｎからＥａｓｔｍａ
ｎ　ＡＱ　４８として販売されているものなどのスルホポリエステル（別名ポリエステル
－５）、ＥａｓｔｍａｎからＥａｓｔｍａｎ　ＡＱ　Ｓ３８として販売されているものな
どのスルホポリエステル（別名ポリエステル－５）、ＥａｓｔｍａｎからＥａｓｔｍａｎ
　ＡＱ　５５として販売されているものなどのスルホポリエステル（別名ポリエステル－
５）が挙げられる。
【００５５】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーはアニオン性ヘアスタイリングポリマーで
あり、アニオン性ヘアスタイリングポリマーは、アクリル酸／エチルアクリレート／Ｎ－
ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミドターポリマーなどのアクリル酸から誘導されたコポリマ
ー、オクチルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチル／メタクリレートコポ
リマー、メタクリル酸／エステルアクリレート／エステルメタクリレート、オクチルアク
リルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、メタクリル
酸／ヒドロキシエチルメタクリレート／種々のアクリレートエステル、アクリレート／ヒ
ドロキシエチルメタクリレート、メタクリル酸／ヒドロキシエチルメタクリレート／種々
のアクリレートエステル、ｎ－ブチルメタクリレート／メタクリル酸／エチルアクリレー
トコポリマー、酢酸ビニル／ビニルｔｅｒｔブチルベンゾエート／クロトン酸ターポリマ
ー、及びクロトン酸／ビニルアセテート／ビニルネオドデカノエートターポリマーなどの
クロトン酸、並びにこれらの混合物から誘導されたコポリマーから選択される。
【００５６】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーは、水中に分散したポリウレタンである。
こうしたポリウレタンとしては、ＢａｙｅｒからＢａｙｃｕｓａｎ　Ｃ１００８として販
売されているものなどの、アジピン酸、１～６ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコー
ル、イソホロンジイソシアネート、イソホロンジアミン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３
－アミノエタンスルホン酸、ナトリウム塩（別名、ポリウレタン－４８）、及びＡｋｚｏ
ＮｏｂｅｌからＤｙｎａｍＸ　Ｈ２０の名称で混合物として販売されているものなどの、
イソホロンジイソシアネート、ジメチロールプロピオン酸、４，４－イソプロピリデンジ
フェノール／プロピレンオキシド／エチレンオキシド（別名、ポリウレタン－１４）など
が挙げられる。
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【００５７】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーは非イオン性ヘアスタイリングポリマー、
又は非イオン性ヘアスタイリングポリマーの混合物である。好適な合成非イオン性ヘアス
タイリングポリマーとしては、（ａ）ビニルピロリドン、ポリエチレングリコールなどの
ポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニルエステル、ポリエチレングリコー
ル又はアクリルアミドなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化されたアクリレー
トエステルの主モノマーのうちの少なくとも１つと、（ｂ）ビニルエステル（例えば酢酸
ビニル又はプロピオン酸ビニル、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート）、アルキル
アクリルアミン（例えば、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルア
ミノエチルメタクリレート）、ビニルカプロラクタム、ヒドロキシアルキル化アクリルア
ミド、アミノアルキル化アクリルアミド（例えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルア
ミド）、ビニルエーテル、アルキルマレイミド、ヒドロキシアルキルマレイミド（例えば
、エチル／エタノールマレイミド）などの１つ又は２つ以上のその他のモノマーと、を含
むホモポリマー及びコポリマーが挙げられる。
【００５８】
　一実施形態では、非イオン性ヘアスタイリングポリマーは、好ましくは、ビニルピロリ
ドン／ビニルアセテートコポリマー（ＢＡＳＦからＬＵＶＩＳＫＯＬ　ＶＡ　６４として
販売されているものなど、及びＡｓｈｌａｎｄからＰＶＰＫ３０として販売されているも
のなどのビニルピロリドンホモポリマーなど）から選択される。
【００５９】
　一実施形態では、非イオン性ヘアスタイリングポリマーは、ヒドロキシアルキルセルロ
ースなどのセルロース誘導体（例えば、ヒドロキシメチル－、ヒドロキシエチル－、又は
ヒドロキシプロピルセルロース）及びデンプンである、水溶性天然ポリマーである。
【００６０】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーは両性ヘアスタイリングポリマー、又は両
性ヘアスタイリングポリマーの混合物である。好適な合成両性ヘアスタイリングポリマー
としては、モノマーのような酸及び塩基、カルボキシベタイン又はスルホベタイン双性イ
オンモノマー、並びにアルキルアミンオキシドアクリレートモノマーを含むものなどが挙
げられる。少なくとも１つの実施形態では、両性（amphoteric）は、（ａ）四級化ジアル
キルアミノアルキルアクリルアミド（例えば、四級化ジメチルアミノプロピルメタクリル
アミド）又は四級化ジアルキルアミノアルキルアクリレート（例えば、四級化ジメチルア
ミノエチルメタクリレート）などの塩基性窒素原子を含む、少なくとも１つのモノマーと
、（ｂ）アクリル酸若しくはメタクリル酸若しくはクロトン酸若しくはそれらの塩、又は
Ｃ４～Ｃ８モノ不飽和ポリカルボン酸若しくは無水物（例えば、マレイン酸、フマル酸、
イタコン酸及びそれらの無水物）などの１つ又は２つ以上のカルボン酸又はスルホン酸基
を含む、少なくとも１つの酸モノマーと、（ｃ）アクリルアミド、低級アルキル基（Ｃ１
～Ｃ４）によって窒素と置換されても置換されなくてもよいメタクリルアミド（例えば、
Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド）、ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムな
どのビニルラクタム、アクリル酸及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ
４アルキルアクリレート、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル
アクリレート及びこれらのメタクリレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリ
アルキレングリコール上にグラフト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチ
レングリコール）アクリレート）、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキ
シエチルメタクリレート）、ヒドロキシアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化ア
クリルアミド（例えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリル
アミン（例えば、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチ
ルメタクリレート）、アルキルエーテルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアク
リレート）、エチレン、スチレンなどのモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例え
ば、ビニルアセテート又はビニルプロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエ
ート）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化された
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ビニルエステル、ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、アリルエ
ステル又はメタリルエステルから選択される１つ又は２つ以上のモノマーと、を含む。一
実施形態では、両性ヘアスタイリングポリマーは、カルボキシベタインメタクリレート及
びスルホベタインメタクリレートなどの少なくとも１つのカルボキシベタイン、又はスル
ホベタインの双性イオンモノマーを含む。少なくとも１つの実施形態では、両性ヘアスタ
イリングポリマーは、（ａ）カルボキシベタインメタクリレート及びスルホベタインメタ
クリレートなどの少なくとも１つのカルボキシベタイン又はスルホベタイン双性イオンモ
ノマーと、（ｂ）アクリルアミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ４）によって窒素と置換さ
れても置換されなくてもよいメタクリルアミド（例えば、Ｎ－ｔｅｒｔブチルアクリルア
ミド）、ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムなどのビニルラクタム、アクリル酸
及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリレート、メチル
アクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート及びこれらのメタク
リレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフ
ト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレングリコール）アクリレート）
、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエチルメタクリレート）、ヒド
ロキシアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化アクリルアミド（例えば、ジメチル
アミノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリルアミン（例えば、ｔｅｒｔ－ブチ
ルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート）、アルキルエ
ーテルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアクリレート）、エチレン、スチレン
などのモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例えば、ビニルアセテート又はビニル
プロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート）、ポリエチレングリコール
などのポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニルエステル、ビニルエーテル
、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、アリルエステル又はメタリルエステルから
なる群から選択されるモノマーと、を含む。少なくとも１つの実施形態では、両性ヘアス
タイリングポリマーは少なくとも１つのアルキルアミンオキシドアクリレートを含む。少
なくとも１つの実施形態では、両性ヘアスタイリングポリマーは、（ａ）エチルアミンオ
キシドメタクリレートと、（ｂ）アクリルアミド、低級アルキル基（Ｃ１～Ｃ４）によっ
て窒素と置換されても置換されなくてもよいメタクリルアミド（例えば、Ｎ－ｔｅｒｔブ
チルアクリルアミド）、ビニルピロリドン又はビニルカプロラクタムなどのビニルラクタ
ム、アクリル酸及び／又はメタクリル酸のエステル（例えば、Ｃ１～Ｃ４アルキルアクリ
レート、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート及び
これらのメタクリレート誘導体）、ポリエチレングリコールなどのポリアルキレングリコ
ール上にグラフト化されたアクリレートエステル（例えば、ポリ（エチレングリコール）
アクリレート）、ヒドロキシエステルアクリレート（例えば、ヒドロキシエチルメタクリ
レート）、ヒドロキシアルキル化アクリルアミド、アミノアルキル化アクリルアミド（例
えば、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド）、アルキルアクリルアミン（例えば、
ｔｅｒｔ－ブチルアミノ－エチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート
）、アルキルエーテルアクリレート（例えば、２－エトキシエチルアクリレート）、エチ
レン、スチレンなどのモノエチレン性モノマー、ビニルエステル（例えば、ビニルアセテ
ート又はビニルプロピオネート、ビニル－ｔｅｒｔ－ブチル－ベンゾエート）、ポリエチ
レングリコールなどのポリアルキレングリコール上にグラフト化されたビニルエステル、
ビニルエーテル、ハロゲン化ビニル、フェニルビニル誘導体、アリルエステル又はメタリ
ルエステルからなる群から選択されるモノマーと、を含む。こうした両性ヘアスタイリン
グポリマーの例は、ＣｌａｒｉａｎｔからＤｉａｆｏｒｍｅｒ　Ｚ７３１Ｎとして販売さ
れているアクリレート／エチルアミンオキシドメタクリレートである。
【００６１】
　一実施形態では、ヘアスタイリングポリマーは、（メタ）アクリル酸又はそれらの単純
なエステルのうちの１つからなる２つ以上のモノマーのアクリレートコポリマー、オクチ
ルアクリルアミド／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー、ブチ
ルアクリレート、メチルメタクリレート、メタクリル酸、エチルアクリレート及びヒドロ
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キシエチルメタクリレートのアクリレート／ヒドロキシエステルアクリレートコポリマー
、ポリウレタン－１４／ＡＭＰ－アクリレートコポリマーブレンド、並びにこれらの混合
物からなる群から選択される。
【００６２】
　一実施形態では、ヘアスタイリング配合物は、非水溶性ポリマー、特に非水溶性ヘアス
タイリングポリマーを実質的に含まない場合がある。水混和性でないポリマーは、本発明
では避けるべきである。高分子量ポリマー（＞２００，０００ｇ／モル）は、ヘアスタイ
リング配合物が粘度要件を超えないように極めて低濃度のみで用いるべきである。一実施
形態では、ポリマーは水溶性であり得る。少なくとも１つの実施形態では、ヘアスタイリ
ング配合物は、２００，０００ｇ／モルを超える分子量を有するポリマーを実質的に含ま
ない。少なくとも１つの実施形態では、ヘアスタイリング配合物は、少なくとも２つの疎
水性長鎖（例えば１０炭素以上の直鎖脂肪鎖）のグラフトを含むポリマーを実質的に含ま
ない。このようなグラフトを備えるポリマーは、毛髪に供給される膜の強度に貢献せずに
粘度を増加させ得る、ヘアスタイリング配合物の結合性相互作用を生じる可能性がある。
【００６３】
　任意成分
　一実施形態では、ヘアスタイリング配合物は、パンテノール化合物及び／又はシリコー
ン化合物を含み得る。一実施形態において、パンテノール化合物は、パンテノール、パン
トテン酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群から選択される。少なくとも１つの実施
形態では、パンテノール化合物は、Ｄ－パンテノール（［Ｒ］－２，４－ジヒドロキシ－
Ｎ－［３－１５－（ヒドロキシプロピル）］－３，３－ジメチルブタミド）、Ｄ／Ｌ－パ
ンテノール、パントテン酸及びこれらの塩、パンテニルトリアセテート、ローヤルゼリー
、パンテタイン（panthetine）、パントテイン、パンテニルエチルエーテル、パンガミン
酸、パントイルラクトース、ビタミンＢ複合体、並びにこれらの混合物からなる群から選
択される。パンテノール化合物は、優れた毛髪の外観及び感触の利点を提供するという点
で有用であり得る。ヘアスタイリング配合物は、ヘアスタイリング配合物及び噴射剤の総
重量の約０．１重量％～約０．６重量％、又は約０．１重量％～約０．３重量％のパンテ
ノール化合物を含み得る。少なくとも１つの実施形態では、ヘアスタイリング配合物はシ
リコーン化合物を含む。シリコーンは、毛髪に滑らかな感触、及び更に光沢を与えるため
有用であり得る。少なくとも１つの実施形態では、シリコーン化合物はジメチコーン化合
物である。少なくとも１つの実施形態では、シリコーン化合物は、ＰＥＧジメチコーン、
例えばＰＥＧ－１２ジメチコーンである。
【００６４】
　ヘアスタイリング配合物は、界面活性剤を更に含み得る。ヘアスタイリング配合物は、
ヘアスタイリング配合物及び噴射剤の総重量に対して１重量％以下、又は０．６重量％以
下、又は０．４重量％以下、又は０．３重量％以下の界面活性剤を含み得る。少なくとも
１つの実施形態では、界面活性剤は、カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、ア
ニオン性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される。カチオン性界面活
性剤は、セトリモニウムクロリド（例えば、ＫａｏのＱｕａｒｔａｍｉｎ　６０Ｌ－Ｇ、
ＤＥＨＹＱＵＡＲＴ　Ａ－ＣＡ／ＤＥＴＥＸ、ＡＲＱＵＡＤ　１６－２５　ＬＯ）、コカ
ミドプロピルヒドロキシスルタイン（例えば、ＲＥＷＯＴＥＲＩＣ　ＡＭ　ＣＡＳ）、コ
カミドプロピルベタイン（例えば、ＴＥＧＯ　ＢＥＴＡＩＮ　Ｆ　５０）、ベタイン、及
びこれらの混合物からなる群から選択され得る。非イオン性界面活性剤は、ヒマシ油ＰＥ
Ｇ－４０　Ｈ（例えば、ＮＥＯＤＯＬ１０　９１－８）、ラウレス－４（例えば、ＤＥＨ
ＹＤＯＬ　ＬＳ　４　ＤＥＯ　Ｎ）、ラウレス－９、デシルグルコシド（例えば、Ｐｌａ
ｎｔａｃａｒｅ　２０００）、ポリソルベート２０（例えば、ＵＮＩＱＥＭＡのＴＷＥＥ
Ｎ　２０　ＰＨＡＲＭＡ）、ＰＥＧ－２５硬化ヒマシ油（例えば、ＳＥＰＰＩＣのＳＩＭ
ＵＬＳＯＬ　１２９２　ＤＦ）、ＰＥＧ－４０硬化ヒマシ油（例えば、ＢＡＳＦのＣＲＥ
ＭＯＰＨＯＲ　ＣＯ　４１０）、ＰＰＧ－１－ＰＥＧ－９－ラウリルグリコールエーテル
（例えば、Ｅｕｍｕｌｇｉｎ　Ｌ）、シロキサンポリアルキレンオキシドコポリマー（Ｍ
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ｏｍｅｎｔｉｖｅのＳｉｌｗｅｔ（登録商標）Ｌ７６０４）、及び、ポリジメチルシロキ
サンメチルエトキシレート（ＭｏｍｅｎｔｉｖｅのＳｉｌｗｅｔ（登録商標）Ｌ７６００
）、並びにこれらの混合物からなる群から選択され得る。好適なアニオン性界面活性剤は
、ジオクチルナトリウムスルホスクシネート（ＤＯＳＳ又は１，４－ジオクトキシ－１，
４－ジオキソブタン－２－スルホン酸）であり、これらの一例は、Ｃｙｔｅｃのエアロゾ
ルＯＴ－７０　ＰＧである。少なくとも１つの実施形態では、界面活性剤は、ヒマシ油Ｐ
ＥＧ－４０　Ｈ、セトリモニウムクロリド、ラウレス－４、ラウレス－９、デシルグルコ
シド、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、ポリソルベート２０、シロキサンポリア
ルキレンオキシドコポリマー、ジオクチルナトリウムスルホスクシネート、及びこれらの
混合物からなる群から選択される。
【００６５】
　一実施形態では、ヘアスタイリング配合物は中和剤を含み得る。好適な中和剤としては
、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、トリイソプロパノールアミン（ＴＩＰＡ）、２－
アミノブタノール、２－アミノメチルプロパノール（ＡＭＰ）、アミノエチルプロパンジ
オール、ジメチルステアラミン（Ａｒｍｅｅｎ　１８　Ｄ）、ケイ酸ナトリウム、テトラ
ヒドロキシプロピルエチレンジアミン（Ｎｅｕｔｒｏｌ（登録商標）ＴＥ）、アンモニア
（ＮＨ３）、トリエタノールアミン、トリメチルアミン（Ｔｒｉｓ　ＡｍｉｎｏＵｌｔｒ
ａ）、アミノメチルプロパンジオール（ＡＭＰＤ）が挙げられる。少なくとも１つの実施
形態では、中和剤は２－アミノブタノール、アンモニア、又は２－アミノメチルプロパノ
ールである。
【００６６】
　一実施形態では、ヘアスタイリング配合物は、１つ又は２つ以上の香料マイクロカプセ
ルを含み得る。
【００６７】
　ヘアスタイリング配合物は、少なくとも１種の防腐剤を含んでいてもよい。防腐剤は、
ヘアスタイリング配合物及び噴射剤の総重量の約１．５重量％未満、又は０重量％～１重
量％、又は０．０１重量％～１重量％の量で存在し得る。好適な防腐剤としては、フェノ
キシエタノール（例えば、Ｅｕｘｙｌ（登録商標）ＰＥ　９０１０）、ベンジルアルコー
ル、プロピレングリコール、ＰＨＭＢ（ポリ－アミノプロピルビグアニド）、ＩＳＰのＯ
ｐｔｉｐｈｅｎ（フェノキシエタノール＋カプリリルグリコール）、ＳｙｍｒｉｓｅのＳ
ｙｍｔｒｉｏｌ（１，２－オクタンジオール及び１，２－ヘキサンジオール、メチルベン
ジルアルコール）、オクチルサリチレート、１，３－ビス（ヒドロキシメチル）－５，５
－ジメチルイミダゾリジン－２，４－ジオン（ＤＭＤＭヒダントイン、Ｎｉｐａｇｕａｒ
ｄ（登録商標）ＤＭＤＭＨ（Ｃｌａｒｉａｎｔ））、ＥＤＴＡ（Ｒｅｘａｔ）、ブチレン
グリコール（Ｄｅｋａｂｅｎ　ＬＭＢ）、及びパラベンタイプ、例えば、メチルパラベン
（例えば、Ｓｃｈｕｔｚ　＆　Ｃｏ．若しくはＳＬＩ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓのＰＨＢメチ
ルエステル、又はＮｉｐａｇｉｎ（登録商標）Ｍ）、プロピルパラベン（Ｓｏｌｖａｄｉ
ｓ　ＳｐｅｃｉａｌｔｉｅｓのＰＨＢ－プロピルエステル）が挙げられる。
【００６８】
　ヘアスタイリング配合物は、少なくとも１つの香料又は芳香剤を更に含んでもよい。ヘ
アスタイリング配合物は、最大でヘアスタイリング配合物及び噴射剤の総重量の約０．５
重量％、約０重量％～約０．４重量％、又は約０．０３重量％～約０．３重量％の香料又
は芳香剤を含んでもよい。
【００６９】
　少なくとも１つの実施形態では、ヘアスタイリング配合物は腐食防止剤を含み得る。少
なくとも１つの実施形態では、腐食防止剤はＥＤＴＡである。
【００７０】
　ヘアスタイリング配合物は、ビタミンＢ１、Ｂ２、Ｂ６、Ｂ１２、Ｃなどの水溶性ビタ
ミン、パントテン酸、パントテニルエチルエーテル、パンテノール、ビオチン、及びこれ
らの誘導体、アスパラギン、アラニン、インドール、グルタミン酸などの水溶性アミノ酸
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及びこれらの塩、ビタミンＡ、Ｄ、Ｅなどの非水溶性ビタミン、並びにこれらの塩及び／
又は誘導体、チロシン、トリプタミンなどの非水溶性アミノ酸、粘度変性剤、染料、不揮
発性溶媒又は希釈剤（水溶性及び非水溶性）、真珠光沢助剤、発泡促進剤、追加の界面活
性剤又は非イオン性共界面活性剤、殺シラミ薬（pediculocides）、ｐＨ調整剤、香料、
防腐剤、キレート剤、タンパク質、皮膚活性剤、日焼け止め剤、紫外線吸収剤、ビタミン
類、ナイアシンアミド、カフェイン、並びにミノキシジルなどのビタミン及びアミノ酸を
更に含んでもよい。ヘアスタイリング配合物は、ヘアスタイリング配合物及び噴射剤の総
重量の約０．０１重量％～約５重量％のビタミン及び／又はアミノ酸を含んでもよい。ヘ
アスタイリング配合物は、無機色素、ニトロソ、モノアゾ、ジアゾ化合物、カロテノイド
、トリフェニルメタン、トリアリールメタン、キノリン、オキサジン、アジン、又はアン
トラキノン型化学物質、及びインジゴイド、チオンインジゴイド、キナクリドン、フタロ
シアニン、植物色、天然色である化合物、並びに水溶性成分などの色素材料を更に含んで
もよい。ヘアスタイリング配合物は、ヘアスタイリング配合物及び噴射剤の総重量の約０
．０００１重量％～約５重量％の色素材料を含み得る。ヘアスタイリング配合物は、更に
、化粧品用の殺生物剤として有用な抗菌剤を含有し得る。ヘアスタイリング配合物は、ヘ
アスタイリング配合物及び噴射剤の総重量の約０．０１重量％～約５重量％の抗菌剤を含
み得る。
【００７１】
　噴射剤
　エアロゾルヘアスプレー製品は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤
の総重量の約３０重量％～約６０重量％、あるいは約３５重量％～約５５重量％、あるい
は約４０重量％～約５０重量％のジメチルエーテル噴射剤を含み得る。ジメチルエーテル
は、ヘアスタイリング配合物と均質な（homoegeous）溶液を形成する点で本発明において
有用となり得る。
【００７２】
　一実施形態では、ジメチルエーテル噴射剤及びヘアスタイリング配合物は、リザーバ内
で相互に自在に連通する。一実施形態では、液化ガス噴射剤及びヘアスタイリング配合物
は、別個の区画内に保管されない。
【００７３】
　エアロゾルヘアスプレー製品は、リザーバ（１２０）を封入する容器壁部（１１０）を
備える容器（１００）を備える。リザーバ（１２０）内の圧力は、圧力計（ＧＣＡＳ　＃
６０００１４３９）で測定することができる。一実施形態では、容器内の圧力は、２０℃
で測定して、約０．１ＭＰａ～約０．７ＭＰａ（約１ｂａｒ～約７ｂａｒ）、又は約０．
１５ＭＰａ～約０．５ＭＰａ（約１．５ｂａｒ～約５ｂａｒ）である。
【００７４】
　スプレー装置
　エアロゾルヘアスプレー製品は、容器（１００）のリザーバ（１２０）からヘアスタイ
リング配合物（１８０）を分配するために容器（１００）に取り付けられたスプレー装置
（２００）を備え、スプレー装置（２００）がリザーバ（１２０）と流体接続し、スプレ
ー装置（２００）がスプレー作動装置（１５０）及びバルブ（１３０）を備え、バルブ（
１３０）がバルブハウジング（１４０）を備え、バルブハウジング（１４０）が蒸気タッ
プ（１６０）を備え、蒸気タップ（１６０）が蒸気タップ領域を備え、ディップチューブ
（１７０）がバルブ（１３０）と流体接続し、ディップチューブ（１７０）がディップチ
ューブ開口部（１７５）を備え、ディップチューブ開口部（１７５）がディップチューブ
開口部領域を備え、蒸気タップ領域とディップチューブ開口部領域との比が、約０．００
５～約０．１５、あるいは約０．００６～約０．１２５、あるいは約０．００７～約０．
１、あるいは約０．００８～約０．０９、あるいは約０．００９～約０．０８、あるいは
約０．００９５～約０．０７である。一実施形態では、蒸気タップ領域とディップチュー
ブ開口部領域との比は、約０．０６３又は約０．０１１である。
【００７５】
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　蒸気タップ領域とディップチューブ開口部領域との比は、目詰まりを防ぎ、許容可能な
スプレー液滴粒径を維持するために重要であり得る。
【００７６】
　一実施形態では、バルブハウジング（１４０）は、２つ以上の蒸気タップ（１６０）を
含まない。
【００７７】
　方法
　一実施形態では、（ａ）エアロゾルヘアスプレー製品を提供することであって、（１）
リザーバ（１２０）を封入する容器壁部（１１０）を備える容器（１００）であって、リ
ザーバ（１２０）は、ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約
４０重量％～約７０重量％のヘアスタイリング配合物、及び約３０重量％～約６０重量％
のジメチルエーテル噴射剤を含み、（２）ヘアスタイリング配合物が、（ｉ）ヘアスタイ
リング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約３０重量％～６０重量％の水と、
（ｉｉ）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤の総重量の約５重量％～約
１５重量％の１つ又は２つ以上のヘアスタイリングポリマーであって、ヘアスタイリング
ポリマーが水溶性であり、かつ２００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の分子量を有する、ヘアス
タイリングポリマーと、（ｉｉｉ）ヘアスタイリング配合物及びジメチルエーテル噴射剤
の総重量の約０．０５重量％～約２重量％のアルコールと、を含み、かつ（ｉｖ）エタノ
ールを実質的に含まず、ヘアスタイリング配合物が約２．５ｍｍ２／秒～約５．５ｍｍ２

／秒（２．５ｃＳｔ～約５．５ｃＳｔ）の粘度を有する、容器（１００）と、（３）容器
（１００）のリザーバ（１２０）からヘアスタイリング配合物を分配するために容器（１
００）に取り付けられたスプレー装置（２００）であって、スプレー装置（２００）がリ
ザーバ（１２０）と流体接続し、スプレー装置（２００）がスプレー作動装置（１５０）
及びバルブ（１３０）を備え、バルブ（１３０）がバルブハウジング（１４０）を備え、
バルブハウジング（１４０）が蒸気タップ（１６０）を備え、蒸気タップ（１６０）が蒸
気タップ領域を備え、ディップチューブ（１７０）がバルブ（１３０）と流体接続し、デ
ィップチューブ（１７０）がディップチューブ開口部（１７５）を備え、ディップチュー
ブ開口部（１７５）がディップチューブ開口部領域を備え、蒸気タップ領域とディップチ
ューブ開口部領域との比が約０．００５～約０．１５であるスプレー装置（２００）と、
を含む、ことと、（ｃ）エアロゾルヘアスプレー製品をある送出量で噴霧させることであ
って、送出量が約０．２８ｇ／秒～約０．４５ｇ／秒であり、放出される組成物が噴霧さ
れ、放出される組成物が約４０マイクロメートル～約１００マイクロメートルのＤｖ５０
液滴粒径及び約１６０マイクロメートル～約３００マイクロメートルのＤｖ９０液滴粒径
を有する粒子を含む、ことと、を含むヘアスタイリング法が提供される。
【実施例】
【００７８】
　以下の実施例は、本発明の範囲内にある実施形態を更に説明及び実証する。これらの実
施例は、例示目的のためにのみ提供され、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなくそ
れらの多くの変更が可能であることから、本発明を限定するものとして解釈されるべきで
はない。
【００７９】
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【表１】

　凡例：１＝Ｂａｌａｎｃｅ　ＣＲ、２＝ＤｙｎａｍＸ　Ｈ２０、３＝Ａｃｕｄｙｎｅ　
１０００、４＝Ａｍｐｈｏｍｅｒ、５＝Ｌｕｖｉｓｋｏｌ　ＶＡ６４、６＝Ｌｕｖｉｑｕ
ａｔ　ＦＣ５５０、７＝Ｈｙｄａｇｅｎ（登録商標）ＨＣＭＦ、８＝Ｃｅｌｑｕａｔ　Ｌ
－２００。
【００８０】
　表１の実施例は、従来のヘアスタイリング配合物及び製品の製造方法を用いて製造でき
る。
【００８１】
　データ
【００８２】
【表２】
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【００８３】
　本明細書で説明する蒸気タップ領域対ディップチューブ開口部領域（ＶＴ／ＤＴ）比は
、より大きなＶＴ／ＤＴと比較して、目詰まりを全く生じさせない（図３）。タイプ３又
は４の目詰まりは、作動装置を押した時に、噴霧が作動装置から出てこない場合のもので
ある。小さな蒸気タップと比較して目詰まりの可能性を低減させるために、多量の蒸気性
噴射剤を流路に送達する大きな蒸気タップが予想されるため、これは驚くべきことである
。しかしながら、データは、噴霧するごとに、より少量の蒸気性噴射剤、及びより多量の
液体噴射剤を流路に導入することで、残留するヘアスプレー材料の全てをより効率的に除
去することを示している。これは、流路中により多くの液体噴射剤が存在すると、排出時
にその体積の数百倍に蒸発して、目詰まりを起こす可能性のある材料を全て除去するとい
う原理に基づいている。ヘアスプレー作動装置のボタンが押されると、ディップチューブ
は液体噴射剤を流路に導入し、蒸気タップは蒸気性の噴射剤を同じ流路に導入する。この
比のバランスを取ることで、目詰まりが除去され、缶の耐用期間が向上する。本明細書で
説明したＶＴ／ＤＴ領域を維持することで、より高い比である場合に発生する目詰まりは
排除される。
【００８４】
　エアロゾルスプレー目詰まり測定法
　この常法の目的は、エアロゾルの目詰まりの発生率及び程度を判定することである。最
少で１０の複製缶を、最低で１時間、２１℃にコンディショニングする。試験は室温（２
０～２４℃）で実施する。複製缶はそれぞれ５～１０秒間噴霧する。噴霧後２４時間は缶
を動揺させない。２４時間後、作動装置をしっかりと押し下げ、以下の表に従って目詰ま
り程度の等級を割り当てることにより目詰まり評価を判定する。
【００８５】
【表３】

【００８６】
　最初に缶が噴霧を全く生成しない場合、ａ）缶を１０回作動させ、ｂ）作動装置を温水
ですすぐ。これらの処置のいずれもが噴霧を回復させない場合、缶を完全な目詰まりであ
るとみなして試験から排除する。少なくとも２週間の期間にわたり、複製缶の同じセット
に対してこの試験を２４時間毎に繰り返す。
【００８７】
　本明細書に記載のＶＴ領域／ＤＴ開口部領域比は、缶の耐用期間全体を通して、各噴霧
でより均一かつ目標量の濃縮物及び噴射剤を送出することができる。下記の図４は、この
ＶＴ／ＤＴ領域比は、缶の耐用期間全体を通して、各噴霧でより均一かつ目標量の濃縮物
及び噴射剤を送出することを示す。同じ配合物で同じ充填比の場合、より大きなＶＴ／Ｄ
Ｔ領域比は、高い目詰まりの発生率に加えて、缶の耐用期間の大半にわたり、目標を下回
る濃縮物濃度をもたらす。エアロゾル製品の濃縮液は、どれだけの量を缶に充填でき、か
つ分配できるかを考慮して設計される。例えば、ヘアスプレーから５％のポリマーを送出
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し、かつ最終エアロゾルに５０％の液体濃縮物及び５０％の噴射剤を充填することが望ま
れる場合、充填までの液体濃縮物は、ポリマー濃度を１０％にして、目標の５％を送出す
るように調製される。したがって、確実に目標の充填比とすることは、意図された性能の
ために不可欠である。最終製品缶から分配される液体濃縮物と噴射剤との比を、「濃縮物
噴霧量測定法（ConcentrateSpray Rate Measurement Method）」を用いて測定した。
【００８８】
　濃縮物噴霧量測定法
　この試験方法は、噴射剤が濃縮物と恒久的に混合され、バルブが蒸気タップを利用する
エアロゾル製品の液体濃縮物噴霧量を判定するために用いられ得る。試験中、製品はプラ
スチック袋内に分配する。すると噴射剤は蒸発して濃縮物だけが残り、これを秤量によっ
て計量する。手順：
　・製品を２１＋／－１℃に設定された水浴内に５分間定置する。
　・製品を水浴から取り出して乾燥させる。
　・製品の初期重量（Ｓ１）を記録し、プラスチック袋の初期重量（Ｃ１）を記録する。
　・プラスチック袋を完全に開いてその中に製品を噴霧するための大きなポケットを作り
、続いてプラスチック袋を閉じて、５センチメートル（２インチ）の孔だけを開けたまま
にする（これは、袋内に噴霧した後の濃縮物が袋の外に出ることを制限する）。
　・製品を手で１０秒間激しく振盪させて、缶中で濃縮物と噴射剤とが均質に分布するこ
とを確実にする。
　・プラスチック袋の小開口部内に５秒間噴霧する（開口部を可能な限り缶に近づけた状
態を維持して、全ての製品が袋内に噴霧されることを確実にして、袋を閉じた状態に保つ
）。
　・プラスチック袋（plastic bad）を、開口部を上に向けた状態で１５秒間保持して、
最大量の濃縮物を袋の裏地上に沈殿させる。
　・プラスチック袋をゆっくりと開いて、噴射剤を袋から蒸発させる。
　・袋を折り畳んで重量（Ｃ２）を記録し、噴霧後の缶の重量（Ｓ２）を記録する。
【００８９】
　計算：
　合計噴霧量（Ｓ）：（Ｓ２－Ｓ１）／５秒＝Ｓ（ｇ／秒）
　濃縮物噴霧量（Ｃ）：（Ｃ２－Ｃ１）／５秒＝Ｃ（ｇ／秒）
　バルブバランス（％）：Ｃ／Ｓ＊缶に充填された噴射剤（％）
【００９０】
　ここで図４を参照すると、図４は、同じ充填比（５０／５０）の同じ濃縮物の場合、よ
り大きなＶＴ／ＤＴ領域比は、缶の開始から終了まで、不均一で、かつ目標外の量の噴射
剤及び濃縮物を送出することを示す。
【００９１】
【表４】

【００９２】
　ここで図５を参照すると、図５は、より小さな蒸気タップ領域の範囲内では、濃縮物％
を所望されるレーン（rane）範囲の上限まで上げることで、～６０Ｃ／４０Ｐの目標比を
依然としてもたらしながらも、ポリマー濃度を低下させる（その結果、粘度がより低くな
る）ことを示す。
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【００９３】
　ここで図６を参照すると、図６は、所望のＶＴ／ＤＴ領域の範囲内におけるより低い濃
縮物粘度における６０Ｃ／４０Ｐ比では、缶の耐用期間全体にわたって、目標量が送出さ
れ、目詰まりが全くなくなり、また、全体的なＤｖ５０及びＤｖ９０液滴粒径が最小とな
ることを示す。
【００９４】
　この選択肢は、更に、製品スプレーの端部でボタンが解放された時の顕著な吹き出しを
排除する。この吹き出しの低減は、噴射剤の放出の強さ及び分配時の濃縮物の濃さを低減
させる、流路内に存在する液体噴射剤がより少ないこと、及び分配時に濃縮物がより薄い
ことの結果である。更に、これらの２つの特徴は、変形した噴霧の発生率も低減させる。
【００９５】
　ここで図７を参照すると、図７は、目標送出比及び濃縮物粘度を備えるＶＴ／ＤＴ領域
比の範囲によって実現される、より少ないカットオフ及び吹き出し／噴霧の変形を示す。
【００９６】
　下記の表５は、実験データを提供するために試験された充填比及びＶＴ／ＤＴ比でのア
ルコール非含有ヘアスプレー配合物を示す。
【００９７】
【表５】

　凡例：１＝Ｂａｌａｎｃｅ　ＣＲ、２＝ＤｙｎａｍＸ　Ｈ２０、３＝Ａｃｕｄｙｎｅ　
１０００
【００９８】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に指示がない限り、そのような各寸法は、記載された
値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば「４０ｍ
ｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
【００９９】
　相互参照される又は関連する特許又は出願等の、本願に引用される全ての文書は、明示
的に除外される、又は別途限定されない限り、参照によりその全体が本願に援用される。
いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求される任意の発明に対する先行技
術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の任意の参考文献（単数又は複数
）と組み合わせた時に、そのような任意の発明を教示、示唆、又は開示するとはみなされ
ない。更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、参照することによって組み込
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まれた文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾する場合、本文書におけるその用語に与え
られた意味又は定義が適用されるものとする。
【０１００】
　本発明の特定の実施形態を例示及び説明してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱せ
ずに、他の様々な変更及び修正を行うことができることは当業者には明白であろう。した
がって、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求の
範囲にて網羅することを意図したものである。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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